
































科目 小問 出題意図

例

流体力学
1

圧縮性流体一次元等エントロピー流れの理解力をみる．

数学 1

極座標における多重積分の応用力をみる意図がある．

2

線形代数において，行列式の計算能力をみる意図がある．

3

複素積分における留数定理の活用を見る意図がある．

4

ベクトル解析における空間曲線のけいさんのをみる

5

フーリエ級数の計算能力をみる

6

逆ラプラス変換の計算能力をみる

工業力学 1

大学学部の「工業力学」における重要な学修テーマの一つに「剛体の回転運動」がある。そこでは，物体の重
心がどこにあるかを理解することと，所与の回転軸まわりに外力モーメントの大きさを評価できることが肝要で
ある。そこで，各小問においてこれらを問うている。
（１）簡単な幾何形状の組み合わせからなる物体について，重心位置を求めることができるかどうかを見てい
る。
（２）所与の外力によって所与の回転軸まわりに生ずるモーメントの大きさを評価できるかどうかを見ている。

2

大学学部の「工業力学」における重要な学修テーマとして「質点の並進運動」，「剛体の回転運動」，および「調
和振動」がある。そこで，バネ力と重力による並進運動と回転調和振動を組み合わせて解く問題設定としてい
る。
（１）並進運動と回転運動を同時に伴う物体について，並進変位と回転変位の関係を立式できるかどうかを見
ている。
（２）並進の運動方程式を立式できるかどうかを見ている。
（３）回転の運動方程式を立式できるかどうかを見ている。
（４）並進の運動方程式を立式できるかどうかを見ている。
（５）力およびモーメントの釣り合い条件において運動方程式を解くことができるかどうかを見ている。
（６）回転調和振動の運動方程式を立式できるかどうかを見ている。
（７）回転調和振動の運動方程式から固有振動数を求めることができるかどうかを見ている。

工業熱力学 1

比熱，仕事，熱機関に関する基礎知識を確認する．

2

状態方程式，エンタルピや内部エネルギー，および理想気体と実在気体の違いに関する理解力を確認する．

3

理想気体におけるガスタービンサイクルに関する理解力を確認する．

流体力学 1

質量保存式，ベルヌーイの式，静水圧の式に関しての理解力を確認する．

2

圧縮性流体のエネルギ保存式，理想気体に関する基礎知識を確認する．



科目 小問 出題意図

材料力学 1

軸力を受ける段付き丸棒の内力，応力，変形量を求めさせることにより，基礎的な静定問題の理解力を確認
する。

2

骨組み構造（トラス構造）の軸力，節点変位の求め方についての基本的理解力を問う。

制御工学 1

システムの伝達関数に対する入力と応答についての基礎的知識を確認する。

2

制御系の安定性，周波数伝達関数，ボード線図の理解力をみる．

電気回路 1

これまでの過去問と同様，静電荷に関して一定レベルの基礎知識を問うことを目的として出題した．

2

これまでの過去問を踏まえ，コンデンサ，コイルなどの理解について問うことを目的として出題した．

3

航空宇宙分野では歪ゲージを用いた構造部材強度の計測や，歪圧力計を用いたエンジン燃焼室圧力計測な
どにおいて頻繁にブリッジ回路が用いられる．この基本原理についての理解を問うことを目的として出題した．












































